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係する他の変異 ompB の効果に関する考察などからproteinlaの構造遺伝子が omp-2の 近傍に存在
する可能性を示唆した｡













の遺伝子組み換えによる巧妙な実験により,申請者の兄い出した omp-2変異が proteinla の構造遺
伝子に起ったものであり,proteinlb の構造遺伝子とは異るという可能性を, 初めて具体的に指摘し
た ｡
以上のように本研究は,基礎的かつ独創的で,多くの新しい知見を含み細胞膜遺伝生化学の分野にお
いて高く評価されるものである｡
よって,本論文は理学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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